
 

 

 

つい先日まで「いつまでこの暑さが続くのだろうか・・・」と思っていましたが、やっと秋らしくなって

きました。後期現場実習が終わり、１２月の学習発表会に向けた取組が始まるまでの今の期間は、少し落ち

着いて普段通りの学校生活を送ることができるときだと思います。爽やかな良い季節です。スポーツの秋、

読書の秋、食欲の秋・・・来週からは教育実習生もやってきます。学校でも家庭でもいろいろなことにじっ

くり取り組むチャンスです。カレンダーの残りはあと２枚（２か月表示のものだとあと１枚！）ですね。 

１１月が終わればもう１２月、短い秋、充実した時間を過ごしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決意表明式では、前期実習の成果や課題を踏まえて考えた目標を発表することができました。１年生は、校

内（を拠点とした）実習で、前期同様タイオンデイトレ平井様での清掃、ペットフードとポチ袋の封入に取り組み

ました。２年生は皆、前期とは違う事業所での「個別体験実習」に取り組みました。３年生は、卒業後の利用や就

労を前提とした「前提実習」に取り組みました。３年生の実習は、進路を決めるということが、最も重要なことで

あることは事実です。しかし、進路を決めるためだけの実習ではありません。学校での学習ではなかなか設定で

きない「実際の働く場」で、卒業までに身に付けておいてほしい、様々なことを学ぶ機会としても大変意味があり

ます。実習をした事業所で、５年、１０年と長く働いたり活動したりできるに越したことはないのかもしれませんが、

進路先が就労移行支援事業所の場合や、それぞれの事情、あるいはより好条件を求めてだったり、ステップアッ

プしていったりということで、卒業時とは別の事業所に通うという人も出てくると思います。何年経っても、どこに

行っても必要な力（がんばる力だけでなく、うまく息抜きする力や楽しみとバランスをとる力なども含めて）を１つ

でも多くカバンに詰めて、この学校を巣立っていってほしいと願っています。 

１０／７（月）～１８（金）後期現場実習 
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同日開催の山陽学園大学・短期大学の学園祭と

（有）ストロベリーのいちごマルシェに出店させてい

ただきました。どちらも多くの方にお買い上げいただ

きました。有志で参加した生徒たちも、販売を頑張っ

たり、イベントを満喫したりしていました。 

 

１０／２６（土）陶芸班販売 

 

平林金属株式会社男子ソフトボール部の吉村監

督と３名の選手の皆様をお招きして、ソフトボールの

出前授業を実施しました。デモンストレーションで校

舎越えの打球を目の当たりにし、生徒たちは大興

奮！！バッティングやフィールディングの技術を教えて

もらいながら挑戦しました。生徒たちのいきいきとし

た姿が印象的でした。 

１０／３０（水）体育「出前授業」 


